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【取引要綱について】 

メンテナンス時間 

火曜日～金曜日の午前 06：55～午前 07：10 および土曜日午前 06：40～午前 07：

10 

（米国夏時間適用時の場合、火曜日～金曜日午前 05：55～午前 06：10 および土曜

日午前 05：40～午前 06：10） 

（注）メンテナンス時間中は、注文、約定、スワップ振替、クリック入金、出金依頼

を行うことができません。 

火曜日～金曜日の午前 06：55～午前 07：10 および土曜日午前 06：40～午前 07：10 

（米国夏時間適用時の場合、火曜日～金曜日午前 05：55～午前 06：10 および土曜日 

午前 05：40～午前 06：10） 

（注）メンテナンス時間中は、注文および約定ならびにクリック入金を行うことがで

きません。 

ロールオーバー 原則メンテナンス時間内に行います。 

 

（新設） 

 

ロスカットレベル 強制ロスカットが発動する水準で、個人のお客さまは証拠金維持率 50％または 100％

に設定できます。ただし、毎営業日の午前 6時（米国夏時間適用時は午前 5時）から

営業日終了までの間は、本設定にかかわらず、適用される証拠金維持率は 100％にな

ります。 

法人のお客さまは証拠金維持率 100％です。 

 

強制ロスカットが発動する水準で、証拠金維持率 50％または 100％に設定できます。

ただし、毎営業日の午前 6 時（米国夏時間適用時は午前 5 時）から営業日終了までの

間は、本設定にかかわらず、適用される証拠金維持率は 100％になります。 

強制ロスカット (1)当社は、取引時間中にお客さまの証拠金維持率がロスカットレベルを割り込んで

いることを当社システムで検知した場合には、お客さま向けに配信した価格で強制

的にすべての建玉を決済し、発注済の注文もすべて取消します。 

 

（省略） 

(1)当社は、お客さまの証拠金維持率がロスカットレベルを割り込んでいることを当社

システムで検知した場合には、お客さま向けに配信した価格で強制的にすべての建玉

を決済し、発注済の注文もすべて取消します。 

 

（省略） 

強制充当 建玉がなく、口座資産の価値がマイナスとなっている通貨の口座について、次の条件

に該当した場合に強制的に原則日本円で両替します。 

【強制充当の条件と計算式】 

判定は日本時間の午前 08：00に行い、以下の強制充当比率が 30％以下の場合 

強制充当比率（％） ＝ 口座清算価値※1 ÷ 口座資産の価値がマイナスとなってい

る通貨の額※2 × 100 

 

※1口座資産に評価損益を加算または減算し、当該数値から出金依頼額を減算したも

のをいいます。 

※2 数値は、絶対値で計算します。 

建玉がなく、口座資産価値がマイナスとなっている通貨の口座について、次の条件に

該当した場合に強制的に原則日本円で両替します。 

【強制充当の条件と計算式】 

判定は日本時間の午前 08：00に行い、以下の強制充当比率が 30％以下の場合 

強制充当比率（％） ＝ 口座清算価値（口座資産 ＋ 評価損益 － 出金依頼金額） ÷ 

口座資産価値がマイナスとなっている通貨の額※ × 100 

※ 数値は、絶対値で計算します。 

最大注文可能数量 新規注文 

メキシコペソ/円、ハンガリーフォリント/円 

 3,000,000通貨（全時間） 

南アランド/円、中国人民元/円、トルコリラ/円 

 100,000通貨（午前 05:00～午前 08:00※2） 

 3,000,000通貨（上記以外の時間帯） 

その他の通貨ペア 

新規注文 

メキシコペソ/円、ハンガリーフォリント/円 

 3,000,000通貨（全時間） 

南アランド/円、中国人民元/円、トルコリラ/円 

 100,000通貨（5:00～8:00※2） 

 3,000,000通貨（上記以外の時間帯） 

その他の通貨ペア 
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 100,000通貨（午前 05:00～午前 08:00※2） 

 1,000,000通貨（上記以外の時間帯） 

 

（省略） 

 100,000通貨（5:00～8:00※2） 

 1,000,000通貨（上記以外の時間帯） 

 

（省略） 

【定義と執行方法】 

各種注文機能 

（省略） 

 

連続予約注文  

IFD または IFO 注文を複数件同時に注文ができる機能です。複数の IFD または IFO 注

文を 1 セットにして注文し、お客さまが指定した順番に IFD または IFO 注文が 1 件

ずつ発注されます。 

（注） 

以下の条件に該当すると、それ以降の当該セットの連続予約注文の発注を中止しま

す。なお、この場合も、既に発注済みの注文は有効です。約定済みの建玉にも影響は

ありません。 

 

・連続予約注文で約定した建玉を、連続予約注文以外の方法で決済した場合 

・連続予約注文で発注した注文を、連続予約注文以外の方法で取消または変更した

場合 

・連続予約注文で発注した決済逆指値注文が約定した場合 

・証拠金が不足したことにより新規注文が発注できなかった場合(既に発注済みの決

済注文は停止しません) 

・連続予約注文を停止した場合 

・強制ロスカットが発動した場合 

 

（省略） 

（省略） 

 

（新設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（省略） 

スワップ振替 ロールオーバーによって発生したスワップポイントについて、お客さまが未決済ス

ワップの金額の範囲内で指定した金額を取引口座の評価損益から口座資産の現金残

高に振り替える機能です。 

（新設） 

 

【必要証拠金・維持証

拠金について】 

 

(1)個人のお客さま 

適用される必要証拠金、維持証拠金は、当社ウェブサイト上に掲載します。必要証拠

金、維持証拠金を変更する場合は、当社ウェブサイト※1、電子メール等で予め告知

しますが、お客さまにおかれましては、必ず最新の情報をご確認ください。 

 

(2)法人のお客さま 

適用される必要証拠金、維持証拠金は、一般社団法人金融先物取引業協会（以下、金

先協会）が毎週公表する為替リスク想定比率※2 を基に当社で毎週証拠金率を決定

当社ウェブサイト上に掲載します。必要証拠金、維持証拠金を変更する場合は、当社

ウェブサイト、電子メール等で予め告知しますが、お客さまにおかれては、必ず最新

の情報をご確認ください。 
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し、当社ウェブサイト上で公表します。詳細は、当社ウェブサイト※1にてご確認く

ださい。 

※1 https://www.central-tanshifx.com/fxdirectplus/outline/marginlist.html 

※2 為替リスク想定比率とは、金融商品取引業等に関する内閣府令第 117 条第 27項

第 1 号に規定される方法（定量的計算モデル）により算出された比率を指します。

当社は金先協会が算出した通貨ペアごとの数値を用い、原則毎週当社ウェブサイト

上で更新します。 

 

（注意事項）＜上記(1)、(2)共通＞  

・お取引にあたっては必要証拠金の金額相当以上の主要国通貨での取引証拠金が必

要です。例えば、米ドル/円を 1,000 通貨お取引になる際の必要証拠金が 40 米ドル

（25 倍）であった場合、その金額相当以上の主要国通貨での取引証拠金が必要です。 

なお、必要証拠金を円換算する場合は、当社の基準にて決定された評価レートを使

用します。 

・主要国通貨とは日本円、米ドル、ユーロ、英ポンド、豪ドル、NZ ドル、カナダド

ル、スイスフランの８通貨です。 

・(2)については、維持証拠金は必要証拠金と同額です。 

 

【取引通貨ペア一覧】 

 

 

取引通貨ペア 取引単位 決済通貨 決済日 

英ポンド/豪ドル 1,000 GBP 豪ドル ２営業日 
 

 

取引通貨ペア 取引単位 決済通貨 決済日 

英ポンド/豪ドル 1,000 AUD 豪ドル ２営業日 

 

 

 


